


































の会場の設営（2018 年 10 月
12 日 15 時ごろ、著者による
撮影）
写真２　 宵宮における題目立〈厳島〉















































（2）の分析が、牧野論文のもっとも面白いところである。分析の中心は、1句 1句の旋律（図 1あるいは図 2）
の中に、繰り返しあらわれる旋律の構成要素
4 4 4 4
を、特定したところにある。この特定作業によって、1句の旋律は、
1本の流れではなく、いくつかの構成要素からなる


















a,b’,（b）,c（引用者注：原文のママ、「a,b’, c」がくるのが正しい）の形をとっている。字数 6の場合は、a,b’, 
c（引用者注：原文のママ、「a,b’,（b）,c」がくるのが正しい）となり前者よりも bが 1つ増やされている（62
頁、傍点は引用者）。




さらに牧野は、句がもっともっと長くなったときには、a, b’, cの冒頭に dが「付加される」と指摘する（8）。こ
こで、その dから始まる典型的な 1句を例にして、d,a,b,cの構成にかんして牧野が言わんとすることを、整理し
なおしたい。

































先にふれなかった構成要素 bの問題点にもどりたい。bのバリエーションとして牧野は、b’ と b’’ をたててい
る。bは上の譜例（図 2）の中でも 4回出現しており、「レレ」あるいは「レ」単独が基本である。牧野が特定し
ている b’ は「レ」の一音が引き延ばされるかたちである。これを bのバリエーションだとしてもなんら問題ない



















a,b,cである（順序 1）。それが少し長くなると dが付加されて、d,a,b,cとなる（順序 2）。もっと伸びると（順序
3）、bが繰り返される（d,a,b,b,c）。さらに伸びる（順序 4）と繰り返された b の間に aが挿入される（d,a,b,a,b,c）。
順序　　　　　　　構成　　　　　　　 担い手による用語
1、一番小さい句　a  b  c　　　　  　　 「下から」
2、次に大きい句　d  a  b  c　  　　　　 「上から」
3、次に大きい句　d  a  b  b  c  　　　　 「上から」
4、次に大きい句　d  a  b  a  b  c  　　　 「上から、ゆる」
5、次に大きい句　d  a  b  b  b  c  　　　 「上から」
6、次に大きい句　d  a  b  a  b  b  c  　　 「上から、ゆる」
7、次に大きい句　d  a  b  b  a  b  c 　 　 「上から、ゆる」
8、次に大きい句　    a  b  a  a  a  b  c   　 「下から、ゆる」
9、次に大きい句　d  a  b  a  a  b  b  c  　 「上から、ゆる」
10、次に大きい句　d  a  b  b  a  b  b  c  　 「上から、ゆる」























d a b’ c
写真４　 練習初回の指導員と出演者の














・「上から（言う）」（図 2、図 4、図 5、図 8）




「上から」は、牧野のいう構成要素 dで 1句を開始することを意味する。図 2と図 4は、ともに「上から」であ
る。旋律は「レドラ」と下行している。その下行の旋律を実現するためには、句の言い出しに 3音節が必要とな
る。4音節目で、もとのレの高さにもどることになる（図 2、図 4）。また、図 2、図 4とも、その旋律をおわらせ





うに 10 音節の長さにも達する（図 5）。














ある（図 7）。それは例外的なかたちである（a,b’,cではなく aの後半のレがそのまま b’ となる縮約形）ので、聞
き慣れた人には、特殊な旋律だという印象を与え、旋律に変化をつける効果を持ちうる。
50 藤田隆則　題目立の旋律型









図 6　下から（音節数 5以上、ここでは 6の場合）
a b’ b’ c
図 5　「ただもりの、しそくには」（10音節あるいは 5音節＋ 5音節）
-








の）」となる（図 8）。牧野の構成要素分析では、「レド（d）、ラレ（a）、レラ（b”）」と分解される。その d,a,b” そ
れぞれの旋律要素を実現するためには、2音節ずつが必要であるので、6音節が必要になるというわけだ。かりに
この上句が、7音節、8音節、9音節と長くなっても、aと b” との間に、さらに b（レレ、すなわち 2音節分）あ
るいは b’（1音節分）を挿入する（つまり、レの高さの音を繰り返す）ことで対応が可能である（d,a,b,,,,,,b”）。で
は、図 5のように 6音節未満（5音節）の場合、「ゆっ」て言うことは可能か。「ただもりの」が、「ただ（d）」「も












a b’ b” a b’ c
写真６　 繰り返し使用されてきた練習本。一句の横に「ゆって」の記号（波線）が、以前の使用者に
よって書き込まれている。（2012 年 8月 18 日、著者撮影）
52 藤田隆則　題目立の旋律型
題目立の旋律型を決定する専門用語は、以上ですべてである。整理すると次のようになる。
下から：5音節を標準としている（図 1参照）。言い出し 2音節、中間 0音節以上、言い終わり 3音節が必要。
音節数は、すくなければ 4、おおくて 6，7，8音節程度。例：「さてそのほかは」（《厳島》5番）。
上から：7音節が最低音節数（図 4参照）。言い出し 3音節、中間 1音節以上、言い終わり 3音節が必要。音
節数は、おおくて 9音節。例：「ひゃくにじうばんなり」（《厳島》10 番）。
上から＋ゆる：図 8が典型例。上句は、6音節以上。つまり、上句の言い出しに 3音節、中間 1音節以上、上
句の言い終わり 2音節が必要。下句は 5音節が標準。つまり、下句の言い出し 2音節、中間 0音節以上、言
い終わりに 3音節が必要。下句の音節数は、最低で 3音節、最大値は理屈上「下から」に同じ。
下から＋ゆる：図 9が典型例となる。上句は、5音節が標準。つまり上句の言い出し 2音節、中間 1音節以









































































































d a b” a b’ c
11-2















































































































































































































































































































































































年にまざって、60 代以上が 2名、2018 年には 4名まじっておこなわれた。
３　題目立保存会のメンバーは 12 名。すべて上深川在住の男性で構成される。会長 1名、副会長 2名、のこりの 9名のうち、7
名が指導員である（2019 年 2 月の会合にて確認）。
４　基本となる音程関係を横線であらわす（相対音高）。線の上におかれた音節は、次の音節が表れるまで、その高さで持続さ
れる。それぞれの持続の長さは、およそ 1秒か、それ以上である。音節の末尾にある「 」「 」の記号は、後打音（after 











７　以下の記述は、牧野論文（61 頁）に掲載される「譜 2」の解説である。「譜 2」を「写真 3」として再録する。
８　dの要素が付加される
4 4 4 4 4
というのは、牧野が、事実を、いわば上からあるいは外から静的に、見渡した上でえられた観察結果
であるが、「付加される」という認識は、担い手に共有されているものでは必ずしもない（後述）。d,a,b,cのように dではじ




















14　民族音楽学でいう、oral compositionあるいは composition in performanceが実現された、貴重な機会に居合わせることがで
きたわけである。
59
Melody-types of Daimokutate narrative performance
FUJITA Takanori
Daimokutate is a narrative performing art transmitted at a rural village in the mountainous area in Nara prefecture, 
Japan. Narrative performance though, Daimokutate is performed not by single singer but by 8 or 9 singers. Each singer, 
taking the role of a character in the story, sings in solo the dramatic lines of the character he acts. Four simple melody types 
are applied to each phrase in the lines.  Singers, considering numbers of syllables in a phrase, choose a preferable melody 
type and sometimes add slight variation to number of syllables in a phrase. By analyzing their actual adaptation of melody 
types to dramatic lines, I will explain singers’ basic techniques for transmitting Daimokutate narrative performance.

